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地方議会議員年金制度に関する
適切な措置を求める要望

市町村議会議員の年金財政は、平成の大合併の大規模
かつ急速な進展等による議員数の大幅な減少と受給者の
増加により急速に悪化し、平成１４年及び１８年の２度にわ
たり自助努力の限界ともいえる大幅な掛金の引上げと給
付の引下げが行われたものの、合併特例法の規定に基づ
く激変緩和措置が不十分であったことから、平成２３年度
には積立金が枯渇し破綻が確実視されている。
このことから、国においては、地方議会議員年金制度

の見直し案を検討することとされているが、国策によっ
て推進された市町村合併に身をもって協力した市町村議
会議員の強い思いを厳粛に受けとめ、地方議会議員年金
制度について下記に基づき適切な措置を早急に講ずるよ
う強く求める。

記

１ 市町村議会議員の年金が将来にわたり安定的に給付
が可能となるよう、市町村議会議員年金制度の安定
的運営の確保に向け次の措置を講ずること。

（１）平成の大合併に伴う影響額については、合併特例
法の規定に基づき激変緩和負担金として全額公費負
担とすること。

（２）合併影響分を除いた分の負担割合については、他
の公的年金制度と同様、議員負担と公費負担を５対
５とすること。

（３）給付水準の引下げは行わないこと。

２ １の措置を講ずることができない場合には、地方議
会議員年金制度を廃止することもやむを得ないもの
であるが、その際には、国会議員互助年金の廃止の
例によること。

平成２２年５月 全国市議会議長会

市議会議員共済会

全
国
市
議
会
議
長
会
と
市
議
会

議
員
共
済
会
は
５
月
１９
日
、
地
方

議
会
議
員
年
金
制
度
に
関
す
る
適

切
な
措
置
を
求
め
、
政
府
や
与
野

党
の
要
職
者
に
対
し
要
望
運
動
を

実
施
し
た
。
当
日
の
要
望
内
容

は
、
共
済
会
が
２
月
８
日
に
開
い

た
代
議
員
会
で
、
本
会
が
２
月
９

日
に
開
い
た
評
議
員
会
で
、
そ
れ

ぞ
れ
採
択
し
た
決
議
�
左
掲
。

本
会
会
長
・
共
済
会
会
長
の
五

本
幸
正
・
富
山
市
議
長
は
、
共
済

会
副
会
長
の
福
井
章
司
・
佐
賀
市

議
長
、
本
会
国
会
対
策
委
員
長
の

潮
田
智
信
・
川
崎
市
議
長
と
と
も

に
、
原
口
一
博
・
総
務
大
臣
ら
に

面
談
し
、
市
町
村
議
会
議
員
年
金

制
度
の
安
定
的
な
運
営
確
保
な
ど

に
向
け
適
切
な
措
置
を
求
め
た
。

【
主
な
要
望
先
】

▽
総
務
省
�
原
口
一
博
・
大
臣
、
渡
辺

周
・
副
大
臣
、
小
川
淳
也
・
政
務
官

▽
民
主
党
�
小
沢
一
郎
・
幹
事
長
、
佐

藤
公
治
・
副
幹
事
長
、
伴
野
豊
・
副
幹

事
長
、
樋
高
剛
・
副
幹
事
長

▽
自
民
党
�
大
島
理
森
・
幹
事
長
、
石

破
茂
・
政
調
会
長
、
鴨
下
一
郎
・
政
調

会
長
代
理

▽
社
民
党
�
重
野
安
正
・
幹
事
長
、
阿

部
知
子
・
政
審
会
長

▽
公
明
党
�
井
上
義
久
・
幹
事
長
、
斉

藤
鉄
夫
・
政
調
会
長
、
西
博
義
・
総
務

部
会
長
、
稲
津
久
・
総
務
副
部
会
長

本
会
の
五
本
幸
正
会
長
ら
は
５

月
２１
日
、
地
域
主
権
３
法
案
の
早

期
成
立
を
求
め
る
緊
急
声
明
�
下

掲
�
を
発
表
。
２４
日
に
は
与
野
党

関
係
者
と
面
談
し
、
参
院
先
議
で

既
に
可
決
し
た
３
法
案
を
衆
院
で

も
早
期
可
決
す
る
よ
う
求
め
た
。

本
会
の
五
本
会
長
は
５
月

２４
日
、
地
方
行
財
政
検
討
会

議
へ
出
席
し
、
同
会
議
下
に

設
置
さ
れ
て
い
る
第
１
分
科

会
と
第
２
分
科
会
が
叩
き
台

と
し
て
ま
と
め
た
「
自
治
法

抜
本
改
正
に
向
け
て
の
基
本

的
な
考
え
方
案
」
に
つ
い
て

協
議
し
た
。
両
分
科
会
で
は

５
月
１９
日
、
合
同
会
議
を
開

き
六
団
体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
。
五
本
会
長
も
出
席

し
「
強
い
議
会
」
を
構
築
す

る
必
要
性
を
訴
え
た
。

地
域
主
権
関
連
３
法
案
の
今
国
会
成
立

を
求
め
る
緊
急
声
明
【
地
方
六
団
体
】

政
府
は
、
地
域
主
権
関
連
３
法
案
を

国
会
に
提
出
し
た
。
参
議
院
に
お
い
て

は
既
に
可
決
さ
れ
、
衆
議
院
に
回
付
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る

法
律
案
」は
、地
方
が
長
年
に
わ
た
っ
て

要
請
し
て
き
た
国
と
地
方
の
協
議
の
場

の
法
制
化
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、

画
期
的
な
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

ま
た
「
地
域
主
権
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
案
」
は
「
地
域
主
権
戦
略
会
議
」

を
法
的
に
位
置
づ
け
、
地
方
分
権
改
革

の
重
要
な
推
進
拠
点
と
す
る
と
と
も

に
、
地
方
自
治
体
の
自
由
度
を
高
め
、

地
方
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
住
民
本

位
の
施
策
を
推
進
す
る
上
で
不
可
欠
な

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
は
、
議
決
事
件
の
範

囲
の
拡
大
な
ど
、
地
方
議
会
の
自
主
性

・
自
立
性
を
高
め
、
そ
の
機
能
を
よ
り

発
揮
し
て
い
く
た
め
に
極
め
て
重
要
な

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
３
法
案
は
、
地
域
住
民
が
自

ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
地
域
の
諸

課
題
に
取
り
組
む
真
の
分
権
型
社
会
の

実
現
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
。昨
年
の
総
選
挙
に
当
た
り
、与
野

党
と
も
地
方
分
権
の
推
進
を
明
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
必
ず
今
国
会
に
お

い
て
成
立
さ
せ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

平
成
２２
年
５
月
２１
日

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1762号６月５日平成22年
（2010年）

地方議員年金に適切な措置求め

原原口口総総務務相相ららへへ要要望望

地
域
主
権
３
法
案
に
つ
い
て

地方六団体

早早
期期
成成
立立
をを
要要
請請

五五本本会会長長がが出出席席
地方行財政検討会議

左から小川総務大臣政務官、福井共済会副会長（佐賀市）
原口総務大臣、五本会長、潮田国会対策委員長（川崎市）

（１） 平成２２年６月５日 第１７６２号
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越
谷
市
議
会
は
５
月
１０
日
、
「
学
生
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
市
議
会
の
模
擬
議
会
は
大
学
生
が
議
員
と
な
り
、
質
問
へ
の
答
弁

は
執
行
部
で
は
な
く
市
議
が
行
う
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。

い
わ
ゆ
る
「
こ
ど
も
議
会
」「
女

性
議
会
」
「
青
少
年
議
会
」
な
ど

の
模
擬
議
会
の
開
催
事
例
は
多
く

存
在
し
ま
す
。
本
会
が
毎
年
ま
と

め
て
い
る
「
市
議
会
の
活
動
に
関

す
る
調
査
結
果
」
を
紐
解
く
と
模

擬
議
会
の
開
催
件
数
は
、
平
成
１７

年
で
１
４
０
市
１
５
７
件
、
１８
年

で
１
１
９
市
１
３
３
件
、
１９
年
で

１
５
３
市
１
６
８
件
、
２０
年
で
１

４
６
市
１
６
８
件
と
推
移
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
模
擬
議
会
の
開
催
目
的

は
社
会
教
育
の
一
環
と
さ
れ
る
た

め
、
小
中
学
生
を
対
象
に
「
こ
ど

も
議
会
」
を
開
催
す
る
事
例
が
圧

倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
主
催
者
に
つ
い
て
は
、
執

行
部
（
理
事
者
）
に
よ
る
開
催
事

例
が
最
も
多
く
、
次
に
議
会
や
教

育
委
員
会
と
と
も
に
執
行
部
が
共

催
す
る
方
式
と
続
き
、
議
会
単
独

に
よ
る
開
催
事
例
は
１
割
に
満
た

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
を
大
学
生
▽
議
会
単
独

開
催
―
―
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
越

谷
市
議
会
の
取
り
組
み
は
、
ま
さ

に
従
来
と
は
一
線
を
画
し
た
新
し

い
形
態
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
越
谷
市
議
会
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
、
新
境
地
を
開
拓
し
ま
し

た
。
大
学
生
の
一
般
質
問
に
対

し
、
市
議
が
理
事
者
役
を
務
め
答

弁
に
立
つ
こ
と
と
し
た
の
で
す
。

「
学
生
議
員
」
と
な
っ
て
一
般

越谷市のあらまし
古くは、江戸時代に開墾や治水工事

が積極的に行われた一方、日光街道の

宿場町としての賑わいをみせていた。

近代に入ると明治３２年に東武鉄道が開

通。昭和３０年以降は人口が急増し、Ｊ

Ｒ武蔵野線の開通をはじめ道路網、公

共下水道などの都市基盤整備のほか、

図書館や公民館などの公共施設整備が

進み、埼玉県南東部の中心都市として

発展した。さらに、埼玉県立大学、文

教大学などが立地し、研究学園都市と

しても発展している。人口約３２万７０００

人、面積６０．３１平方�。
今回の「学生議会」は、平成２１年１０

月に施行された自治基本条例の理念を

活かす手立てを市議会が模索した結

果、市議会自らが市政の担い手として

の変革をもたらそうと、市政運営に地

元の大学生を巻き込みながら取り組ん

だもの。

今
回
の
「
学
生
議
会
」
は
、
議
会
改
革

を
主
眼
に
お
い
て
開
催
し
た
。

常
日
頃
か
ら
の
議
員
活
動
が
市
民
に
と

っ
て
は
見
え
に
く
い
た
め
か
、
本
会
議
や

委
員
会
を
開
催
し
て
も
傍
聴
者
は
少

な
く
、
市
民
の
議
会
に
対
す
る
期
待

が
余
り
感
じ
ら
れ
な
い
。議
員
の
側

も
、地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
の

活
動
を
市
民
に
対
し
、
う
ま
く
伝
え

ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

ま
た
、
本
会
議
な
ど
の
場
で
の
議

員
の
ス
タ
ン
ス
を
鑑
み
る
と
、
執
行

部
に
対
す
る
一
方
的
な
質
問
を
繰
り

広
げ
る
光
景
が
浸
透
し
て
い
る
。
議

会
全
体
も
市
政
の
担
い
手
と
し
て
常

に
研
鑽
を
積
み
、
市
民
か
ら
の
期
待

に
応
え
る
姿
勢
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

実
際
の
大
学
生
と
の
討
論
は
、
「
学
生

議
員
」
と
し
て
参
加
し
た
大
学
生
の
み
な

ら
ず
、
議
員
に
も
多
く
の
刺
激
と
意
識
変

革
を
も
た
ら
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
市
政
を

担
う
立
場
と
し
て
議
員
が
、
執
行
部
の
よ

う
に
市
政
に
つ
い
て
回
答
す
る
場
面
は
少

な
い
か
ら
だ
。

こ
の
ほ
か
「
学
生
議
会
」
を
通

じ
て
抱
く
感
情
、
そ
れ
は
未
来
を

担
う
大
学
生
へ
の
期
待
感
だ
。
今

回
の
「
学
生
議
会
」
へ
参
加
し
た

大
学
生
は
、
自
ら
が
住
み
暮
ら
す

地
域
社
会
へ
政
治
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
当
市
の
自
治
基
本
条

例
で
は
、
住
民
投
票
へ
の
参
加
要

件
を
１８
歳
以
上
と
規
定
。
大
学
生

は
当
市
の
立
派
な
構
成
員
だ
。

「
学
生
議
会
」
へ
参
加
し
た
大

学
生
は
、
意
欲
が
旺
盛
の
う
え
資

質
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
是
非
と
も
次
の

市
政
を
担
う
人
材
が
、
「
学
生
議
会
」
の

参
加
者
の
中
か
ら
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

越
谷
市
議
会
が「
学
生
議
会
」を
主
催
し

市市
議議
とと
大大
学学
生生
がが
市市
政政
をを
討討
論論

議 会
ニ ュ ー ス

【
３
面
へ
続
く
】

５月１８日取材時における

野野口口議議長長ののココメメンントト

当日を振り返る野口佳司・越谷市議長
【５月１８日の取材のもよう】

第１７６２号 平成２２年６月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



学
生
議
会
の
当
日
を
迎
え
た
５

月
１０
日
、
市
庁
舎
４
階
の
本
会
議

場
に
多
く
の
市
民
が
集
う
な
か
、

市
議
会
主
催
に
よ
る
「
学
生
議

会
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。
理
事
者

席
に
は
市
議
が
着
座
。
議
員
席
へ

「
学
生
議
員
」が
着
座
し
た
の
ち
、

事
前
説
明
会
の
場
で
あ
ら
か
じ
め

選
出
し
て
い
た
学
生
議
長
の
議
事

進
行
に
よ
り
、
「
学
生
議
員
」
が

順
番
に
登
壇
し
一
般
質
問
を
行
っ

た
の
で
し
た
。

一
般
質
問
の
持
ち
時
間
は
質
疑

応
答
も
含
め
１
人
８
分
。
質
問
の

分
野
は
市
政
全
般
に
及
ぶ
広
範
な

も
の
で
す
。
「
学
生
議
員
」
か
ら

は
▽
越
谷
市
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
▽
本
市
に
お
け
る
投
票
率
の

向
上
対
策
▽
越
谷
市
の
医
療
体
制

▽
越
谷
市
に
お
け
る
就
業
支
援
―

―
な
ど
に
つ
い
て
鋭
い
質
問
が
市

議
へ
投
げ
掛
け
ら
れ
、
さ
ら
に
持

ち
時
間
の
中
か
ら
再
質
問
を
行
う

「
学
生
議
員
」
も
お
り
、
議
場
内

が
緊
張
と
熱
気
に
支
配
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

「
学
生
議
員
」
と
向
き
合
う
市

議
は
、
市
政
運
営
に
携
わ
る
責
任

者
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
に
立
ち
、

質
問
に
対
し
的
確
に
答
弁
し
て
い

き
ま
す
。
中
に
は
個
人
的
な
見
解

と
断
っ
た
う
え
で
、
一
議
員
と
し

て
の
私
見
を
披
露
す
る
市
議
の
姿

も
。
理
事
者
側
と
し
て
の
答
弁
を

単
に
述
べ
る
だ
け
で
は
、
市
議
個

人
が
答
弁
に
対
し
工
夫
す
る
余
地

を
失
っ
て
し
ま
う
た
め
、
市
議
へ

認
め
ら
れ
た
措
置
で
す
。
定
例
会

で
常
に
質
問
の
側
に
立
ち
答
弁
す

る
機
会
が
な
い
だ
け
に
、
市
議
に

と
っ
て
も
「
学
生
議
会
」
は
、
理

事
者
側
の
立
場
を
体
験
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
議
会
に
臨
ん
だ
「
学
生

議
員
」
が
、
議
場
で
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
質
疑
応
答
を
真
剣
に
メ

モ
す
る
姿
勢
は
、
理
事
者
席
に
着

座
す
る
市
議
を
感
心
さ
せ
る
に
十

分
で
し
た
。

「
学
生
議
会
」
は
平
日
開
催
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
１
０
０
人
を
超

す
傍
聴
希
望
者
が
殺
到
す
る
盛
況

ぶ
り
。
議
場
に
収
容
し
き
れ
な
い

市
民
の
た
め
急
遽
、
モ
ニ
タ
ー
室

を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
事
態
に
、
議
会
事
務
局
の
職

員
は
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
る
ほ
ど

で
し
た
。

越
谷
市
議
会
で
は
、
明
年
度
以

降
も
「
学
生
議
会
」
を
充
実
さ
せ

つ
つ
継
続
し
、
学
生
と
真
摯
に
向

き
合
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
大

学
生
か
ら
得
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り

へ
の
意
見
や
要
望
、
提
案
に
つ
い

て
、
今
後
の
市
政
運
営
へ
反
映
さ

せ
て
い
く
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

質
問
を
行
う
大
学
生
は
、
越
谷
市

議
会
の
条
例
定
数
に
な
ら
い
３２
人

と
決
定
。
う
ち
１６
人
は
市
内
に
立

地
す
る
埼
玉
県
立
大
学
と
文
教
大

学
か
ら
半
数
ず
つ
を
選
出
し
、
残

る
１６
人
は
一
般
公
募
か
ら
選
出
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
学
生
議
会

の
開
催
日
は
５
月
１０
日
。
事
前
説

明
会
（
４
月
２６
日
）
と
併
せ
参
加

が
可
能
な
大
学
生
を
対
象
と
し
ま

し
た
。
説
明
会
と
学
生
議
会
の
開

催
日
は
、
と
も
に
大
学
の
講
義
が

あ
る
は
ず
の
月
曜
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
熱
意
あ
る
大
学
生
が
応
募

し
、
３２
人
が
議
会
へ
臨
む
こ
と
と

な
っ
た
の
で
し
た
。

一一般般質質問問とと答答弁弁のの一一例例
【越谷市における就業支援について】
学生議員からの質問
アメリカ発の世界的大不況に日本も

例外なく見舞われている今日、私を含
め、多くの就業を控えた学生は将来に
対し、とても不安な気持ちを持ってい
ます。越谷市の施政方針には、就業に
ついて幅広い対策が明記されています
が、その内容や成果についてご教示願
いたい。また、さらなる支援について
や、官学の連携についても併せて教え
ていただきたい。
理事者役の市議の答弁
一昨年秋におけるアメリカ発の世界

的不況以来、我が国も非常に厳しい経
済状況が続いておりますが、雇用情勢
や地域経済、若い人の就職難、さらに
は私たちの生活への影響を考えます
と、１日も早い景気回復を願ってやみ
ません。
雇用対策事業といたしまして専門の

キャリアコンサルタント１名を配置
し、就職に関する指導・助言や情報提
供等の相談を行う「若年者等就職支援
事業」を実施しております。平成２０
年度の実績といたしましては、相談を
終了した５４名のうち４９名の方が就職
に結びついております。
また、就職に向けた知識・ノウハウ

の習得や情報提供を行う講座をはじ
め、パソコン操作の習得・向上を目指
すセミナーの開催など各種講座のほ
か、ハローワーク越谷と連携し、中学
校・高等学校の新規卒業予定者を対象
とした求人説明会や、企業と高等学校
の就職担当教諭との情報交換会を行っ
ております。
さらには、国の補正予算に伴う緊急

経済対策として、平成２１年度では１２
事業で延べ１１９名、２２年度では１２事業
で１０７名の新規雇用の創出を計画して
います。
なお、官学連携の取り組みでござい

ますが、文教大学や埼玉県立大学等と
の連携による各分野の講師派遣、共同
研究、インターンシップなど、多面的
な連携事業を行っております。また、
産学官連携事業といたしまして、平成
１８年１０月の文教大学生の発案による、
北越谷商店会における「北越谷アート
交流事業」を契機に市内４０店舗の協
力の下、「まちアートプロジェクト」
が立ち上がり、まち全体を美術館にし
ようという事業で、小中学生はもとよ
り、幅広い年代の方々と協働のまちづ
くりの意識醸成に結びついていると考
えております。雇用情勢が厳しい中で
すが、引き続き支援に努める必要があ
ると考えております。

ああるる学学生生議議員員のの感感想想
今回、学生議会に参加するにあたっ

て、自分が生まれ育ったまち「越谷」
について、いかに無知であったか実感
しました。
まずは、自分が興味感想を抱き質問

させていただいた「越谷市の医療体
制」に関してご教示いただき、ありが
とうございました。パネルを用いてご
解説いただき、また、関係資料までい
ただき、自身の理解を深めることがで
きました。越谷市の医療従事者数は、
県平均を上回っており、ある程度充足
されているということで非常に安心し
ました。妊婦に対する経済的負担軽減
策も拡充されており、今後ますますの
支援をお願いしたい所存です。
また、他の学生議員さんが関心を抱

いていたテーマも多岐にわたってお
り、人それぞれの価値観を体験するこ
とができました。環境や開発事業、参
政や就労といった自分が生活していく
うえで欠くことのできないテーマに関
する知識を得ることができ、これから
の何気ない日常生活の中でも考えてい
くようにしていきたいです。
今回、初めての試みということで、

非常に貴重な体験をさせていただき、
本当にありがとうございました。

【
２
面
か
ら
続
く
】

大大
学学
生生
とと
真真
摯摯
にに
対対
峙峙

市
民
で
満
席
と
な
っ
た
傍
聴
席

（３） 平成２２年６月５日 第１７６２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全国市議会議長会

第第５５回回「「研研究究フフォォーーララムム」」開開催催
１０月２０・２１日、大分市で

全国市議会議長会は１０月２０・２１日、第５回「研究フォーラム」
を大分市で開催します。このフォーラムは、地方分権改革の進展
や市町村合併により、都市に対する基礎的自治体としての役割が
一層期待されるなか、市民の負託と信頼に的確に応えるべき議会
のさらなる機能向上策を研究することを目的としています。
皆さまのご参加をお待ちしております。
※開催のご案内と申込書は６月上旬に全市へ送付いたします。
◆日 時：平成２２年１０月２０日（水）１３：００～

１０月２１日（木）９：００～
◆場 所：iichiko 総合文化センター（大分県大分市高砂町）
◆講演内容
１日目�基調講演「衆議院議長を辞めて昨今思うこと」

河野洋平（前衆議院議長）
�パネルディスカッション
「地方議会のあり方－定数・報酬はどうあるべきか－」
〈コーディネーター〉廣瀬克哉（法政大学法学部教授）
〈パネリスト〉中邨 章（明治大学政治経済学部教授）、

大山礼子（駒澤大学法学部教授）、谷 隆
徳（日本経済新聞社論説委員・地方部編
集委員）、仲道俊寿（大分市議会議長）

２日目：課題討議 １「政治倫理条例について」
２「議会の調査権について」

〈コーディネーター〉
辻山幸宣（中央大学大学院公共政策研究科客員教授）

◆参加者：正副議長、議員、職員など
※定員２，３００人 申し込みは先着順で、定員になり次第

キャンセル待ちで受付します
◆問合せ：全国市議会議長会 法制 廣瀬（�０３－３２６２－２３０３）

▼
議
長

▽
中
野（
長
野
）

山
岸
國
廣（
５
・
１
）

▽
う
き
は

石
井
国
弘（
５
・
１
）

▽
田
村

菅
野
善
一（
５
・
６
）

▽
大
和

国
兼
晴
子（
５
・
６
）

▽
那
須
烏
山
滝
田
志
孝（
５
・
６
）

▽
大
垣

岩
井
哲
二（
５
・
６
）

▽
西
尾

杉
�
愼
一
郎（
５
・
７
）

▽
愛
西

大
宮
�
満（
５
・
７
）

▽
清
須

久
野

茂（
５
・
７
）

▽
坂
井

山
田

栄（
５
・
１０
）

▽
富
津

福
原
敏
夫（
５
・
１０
）

▽
関

石
原
教
雅（
５
・
１０
）

▽
萩

青
木
賢
次（
５
・
１０
）

▽
日
光

山
越
梯
一（
５
・
１１
）

▽
山
武

大
塚
重
忠（
５
・
１１
）

▽
藤
枝

池
田

博（
５
・
１１
）

▽
春
日
井

水
谷
忠
成（
５
・
１１
）

▽
安
城

細
井
敏
彦（
５
・
１１
）

▽
高
山

今
井
武
男（
５
・
１１
）

▽
大
東

中
野
正
明（
５
・
１１
）

▽
小
野

石
田
喜
久
男（
５
・
１１
）

▽
大
和
高
田
朝
井
啓
祐（
５
・
１１
）

▽
御
所

小
松
久
展（
５
・
１１
）

▽
西
条

近
藤
達
也（
５
・
１１
）

▽
土
佐

久
保
直
和（
５
・
１１
）

▼
副
議
長

▽
中
野（
長
野
）

清
水
照
子（
５
・
１
）

▽
う
き
は

岩
佐
達
郎（
５
・
１
）

▽
田
村

松
本
熊
吉（
５
・
６
）

▽
大
和

木
村
賢
一（
５
・
６
）

▽
那
須
烏
山
平
山

進（
５
・
６
）

▽
大
垣

�
川

勝（
５
・
６
）

▽
桜
井

東

俊
克（
５
・
６
）

▽
西
尾

中
村
行
男（
５
・
７
）

▽
愛
西

大
島

功（
５
・
７
）

▽
清
須

白
井

章（
５
・
７
）

▽
坂
井

辻

人
志（
５
・
１０
）

▽
富
津

澤
田
春
江（
５
・
１０
）

▽
関

太
田
博
勝（
５
・
１０
）

▽
三
原

加
村
博
志（
５
・
１０
）

▽
萩

小
林
正
史（
５
・
１０
）

▽
日
光

田
村
耕
作（
５
・
１１
）

▽
山
武

大
川
義
男（
５
・
１１
）

▽
藤
枝

渡
辺
恭
男（
５
・
１１
）

▽
春
日
井

林

克
巳（
５
・
１１
）

▽
安
城

松
浦
満
康（
５
・
１１
）

▽
高
山

溝
端
甚
一
郎（
５
・
１１
）

▽
大
東

澤
田
貞
良（
５
・
１１
）

▽
小
野

河
合
俊
彦（
５
・
１１
）

▽
大
和
高
田
平
郡
正
啓（
５
・
１１
）

▽
御
所

丸
山
和
豪（
５
・
１１
）

▽
西
条

一
色
輝
雄（
５
・
１１
）

▽
土
佐

山
本
竹
子（
５
・
１１
）

▼
事
務
局
長

▽
釜
石

小
林
俊
輔（
４
・
１
）

▽
田
村

山
野
辺

清（
４
・
１
）

▽
羽
咋

藤
田
秀
樹（
４
・
１
）

▽
日
光

福
田
一
美（
４
・
１
）

▽
春
日
井

長
縄

明（
４
・
１
）

▽
西
条

櫛
部
正
則（
４
・
１
）

▽
豊
前

武
道
和
宏（
４
・
１
）

▽
う
き
は

後
藤
一
善（
４
・
１
）

▽
多
久

山
下
浩
伸（
４
・
１
）

▽
嬉
野

片
山
義
郎（
４
・
１
）

▽
松
浦

大
久
保

整（
４
・
１
）

▽
八
代

米
田
健
二（
４
・
１
）

▽
荒
尾

藤
吉
続
治（
４
・
１
）

▽
上
天
草

森
内
孝
生（
４
・
１
）

▽
別
府

加
藤
陽
三（
４
・
１
）

▽
日
田

�
瀬
幸
男（
４
・
１
）

▽
佐
伯

東

正
博（
４
・
１
）

▽
宇
佐

永
元
芳
則（
４
・
１
）

▽
国
東

中
野
哲
男（
４
・
１
）

▽
鹿
児
島

徳
永
文
男（
４
・
１
）

▽
枕
崎

久
木
田

敏（
４
・
１
）

▽
指
宿

新
村
光
司（
４
・
１
）

▽
霧
島

宗
像
成
昭（
４
・
１
）

▽
石
垣

泉
水
朝
潤（
４
・
１
）

▽
宜
野
湾

松
川
正
則（
４
・
１
）

▽
７
月
１
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
議
（
午
後

３
時
、
高
松
市
）

▽
７
月
５
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
理
事
会
（
午

後
１
時
半
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
７
月
６
日

全
国
公
営
交
通
事

業
都
市
議
長
会
�
監
事
会
議

（
午
後
１２
時
半
、
全
国
都
市
会

館
）
・
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議（
午
後
１
時
半
、
同
）

・
総
会
（
午
後
３
時
、
同
）

▽
７
月
１４
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
監
事
会
（
午
後
３
時

半
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
７
月
１５
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部
会
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
理
事

会
（
午
後
１
時
、
同
）
・
会
計

監
査
（
午
後
３
時
、
同
）

▽
７
月
１６
日

地
方
財
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
、
都
市
セ
ン

タ
ー
会
館
）

▽
７
月
２０
日

産
業
経
済
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議（
午
前
１１
時
、

全
国
都
市
会
館
）
・
委
員
会
（
午

後
１
時
半
、
同
）

▽
甲
府
市
（
山
梨
県
）

〒
４
０
０
―
８
５
８
５

甲
府
市
相
生
二
丁
目
１７
番
１

�
０
５
５
（
２
３
７
）
５
８
７
９

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
、
変
更
な
し

▽
立
川
市
（
東
京
都
）

〒
１
９
０
―
８
６
６
６

立
川
市
泉
町
１
１
５
６
番
地
９

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
番
号
に
つ
い

て
は
、
と
も
に
変
更
な
し

６月５日現在の市数
８０９市

うち
指定都市 １９市
中核市 ４０市
特例市 ４１市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

議議
会会
人人
事事

行行
事事
予予
定定

議議
会会
所所
在在
地地
変変
更更
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